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惑星間空間からのヘリウム散乱光の測定

Measurements of the interplanetary helium emission
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火星探査衛星「のぞみ」に搭載された極端紫外光撮像器（XUV）はヘリウムイオン及びヘリウム原子からの太陽

共鳴散乱光を観測している。現在クルージング軌道にある「のぞみ」で観測されている成分は惑星間空間に存在す

るヘリウムガスの散乱光である。本発表では、惑星間空間へ入り込んだ星間空間起源ヘリウム原子の散乱光に着目

し、過去の観測結果及び太陽重力による降着流シミュレーションとの比較を行う。

火星探査機「のぞみ」に搭載された極端紫外光撮像器（XUV）はヘリウム原子及びイオンの太陽共鳴散乱光（波

長 58.4nm、30.4nm）を観測する。単散乱理論によれば、光量と散乱粒子の柱密度は比例関係にあり散乱光量から

ヘリウム原子及びイオンの空間分布がわかる。

現在「のぞみ」は、火星クルージング軌道にあり太陽の周りをほぼ一周した。XUV の視野は、ほぼスピン軸垂直

方向にあり１スピンで 360°の観測を行う。また、スピン軸を常時地球指向させるための姿勢変更毎に視野が変わ

り、長期間の観測により全天スキャンが可能となる。

クルージング軌道での観測光は惑星間空間中のヘリウム散乱光であり、このヘリウムガスの起源は星間空間に

求められている。太陽と星間物質の相対速度によりほとんどの星間ヘリウムガスがターミネーションショックを超

えて太陽圏内に入り込む。ヘリウム原子はイオン化時定数が長いため太陽近傍 0.5Au 程度まで入り込み太陽重力に

よって引き寄せられ、風下側に密度の濃いコーン分布を形成する。これは新星の降着円盤と同様に理解されている。

惑星間空間のヘリウム原子の散乱光量は過去の観測では 1 ～ 10 Rayleigh とされている。XUV での測定値もほ

ぼ同じ光量を示している。しかし、過去は地球近傍からの観測のためヘリウムコロナやプラズマ圏からの散乱光の

影響は無視できない。これに対し XUV は地球から遠く離れた場所から観測しているためこの影響はない。このよ

うにヘリウムコロナや地球プラズマ圏の影響がない惑星間空間からの長期間に渡る観測例は少なく、XUV の観測結

果が期待される。今回の講演ではヘリウムの散乱光全天マップを示し、降着流を仮定して求まる星間ガスの速度、

温度及び密度を見積もり過去の観測結果と比較する。


